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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月2日(2017.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　特許文献１に記載されるハイブリッド車両の冷却装置は、内燃機関を冷却する第１冷却
水循環通路と、回転電機を冷却する第２冷却水循環通路と、第１冷却水循環通路と第２冷
却水循環通路とが接続されたラジエータと、第１冷却水循環通路に冷却水を循環させるウ
ォータポンプと、第２冷却水循環通路に冷却水を循環させるウォータポンプとを備えてい
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　第３の態様によれば、走行風を取り込む開口部が形成されるコア部の部分は、開口部が
形成されない遮蔽部分よりも冷却される。このため、開口部の下方において、下流タンク
部に回転電機用冷却水入口通路部の上流端を接続することで、より低温の冷却水を回転電
機用冷却水入口通路部に流すことができる。この結果、回転電機をより効果的に冷却でき
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　図３において、コア部１４は、内部に冷却水が流通するチューブ１４ａを備えており、
チューブ１４ａは、アッパタンク１５とロアタンク１６とを連通するように上下方向に延
在するとともに、車幅方向に一定の間隔で離隔している。ロアタンク１６には、チューブ
１４ａを貫通させて支持するとともにロアタンク１６を密閉して冷却水通路を形成するプ
レート１６Ａが備わる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　これに対して、本実施形態の冷却装置５は、モータ用冷却水入口管８Ａの上流端８ａを
ロアタンク１６に接続するとともに、モータ用冷却水出口管８Ｂの下流端８ｄを機関用冷
却水入口管７Ａに接続し、サーモスタット１１の開弁時に、モータ用冷却水入口管８Ａお
よびモータ用冷却水出口管８Ｂを流れる冷却水を、ロアタンク１６を通して循環させた。
これにより、ロアタンク１６を通過する冷却水は、冷却水が接するチューブ１４ａやプレ
ート１６Ａによって熱交換することができ、モータ３から排出される冷却水をロアタンク
１６で冷却することができる。このため、モータ３を冷却するための専用のラジエータを
不要にでき、冷却装置５を小型化できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　また、本実施形態の冷却装置５によれば、コア部１４が、電動ファン１８を有し、開口
部１７ａを通して電動ファン１８に走行風を取り込むファンシュラウド１７を備え、モー
タ用冷却水入口管８Ａの上流端８ａが、開口部１７ａの下方においてロアタンク１６に接
続した。これにより、モータ３をより効果的に冷却できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　１…ハイブリッド車両、２…エンジン（内燃機関）、２ａ…冷却水通路（機関用冷却水
通路部）、３…モータ（回転電機）、５…冷却装置、６…ラジエータ、７…機関用冷却水
通路部、７Ａ…機関用冷却水入口管（機関用冷却水通路部、機関用冷却水入口通路部）、
７Ｂ…機関用冷却水出口管（機関用冷却水通路部、機関用冷却水出口通路部）、８…モー
タ用冷却水通路部、８Ａ…モータ用冷却水入口管（回転電機用冷却水通路部、回転電機用
冷却水入口通路部）、８Ｂ…モータ用冷却水出口管（回転電機用冷却水通路部、回転電機
用冷却水出口通路部）、８ａ…上流端（回転電機用冷却水入口通路部の上流端）、８ｄ…
下流端（回転電機用冷却水出口通路部）、９…機関用ウォータポンプ、１０…モータ用ウ
ォータポンプ（回転電機用ウォータポンプ）、１１…サーモスタット、１３…バイパス管
（バイパス通路部）、１４…コア部、１５…アッパタンク（上流タンク部）、１６…ロア
タンク（下流タンク部）、１７…ファンシュラウド、１７ａ…開口部、１８…電動ファン
【手続補正７】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】


	header
	written-amendment

